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PCI-X I/O アセンブリ設置マニュア
ル

このマニュアルでは、Sun Fire E2900/V1280 システムの PCI-X 対応 I/O アセンブリ
の取り付けについて詳細に説明します。

ファームウェアおよび Solaris オペレー
ティングシステム (Solaris OS) の要件
Sun Fire E2900/V1280 システムに PCI-X サポートを追加するための要件を、次に示
します。

■ Sun Fire E2900/V1280 システムには、次の SCAPP ファームウェアが必要です。

■ SCAPP ファームウェア version 5.20.0 またはそれ以降の互換性のあるバージョ
ン

■ UltraSPARC III または IV プロセッサが搭載された Sun Fire E2900/V1280 システ
ムでは、次のいずれかのバージョンの Solaris OS が必要です。

■ Solaris 8 2/04、Solaris 9 9/05、Solaris 10 3/05 HW1 OS、またはそれ以降の互
換性のあるバージョン

■ UltraSPARC™ IV+ プロセッサが搭載された Sun Fire E2900/V1280 システムで
は、次のいずれかのバージョンの Solaris OS が必要です。

■ Solaris 9 9/05、Solaris 10 3/05 HW1 OS、またはそれ以降の互換性のあるバー
ジョン

使用しているシステムで、Solaris OS および SCAPP ファームウェアの両方をアップ
グレードする必要がある場合は、まずハードウェアを取り付け、次にファームウェア
をアップグレードして、 後に Solaris OS をアップグレードしてください。
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使用しているシステムで、ファームウェアのアップグレードのみが必要な場合は、ま
ずハードウェアを取り付けて、次にファームウェアをアップグレードしてください。

注 – ファームウェアおよび Solaris OS への依存性に関する 新のパッチ情報につい
ては、www.sun.com の SunSolveSM パッチポータルを参照してください。

注 – Solaris 8 および Solaris 9 の OS を使用しており、これまでに IB_SSC アセンブ
リを PCI+ にアップグレードしていない場合は、ハードウェアに付属の DVD を使用
して PCI-X を取り付ける前に、適切なバージョンの DVD0 を使用してください。
Solaris 8 または Solaris 9 を使用しており、すでに IB_SSC アセンブリを PCI+ にアッ
プグレードしている場合は、DVD0 を使用する必要はありません。

注 – Solaris 8 および Solaris 9 の OS が動作しているシステムで、ハードウェアに付
属の DVD/DVD0 以外の方法で PCI-X を取り付ける場合は、次の「Solaris 8 OS のイ
ンストールオプション」または「Solaris 9 OS のインストールオプション」のいずれ
かの節を参照してください。

Solaris 8 OS のインストールオプション
DVD/DVD0 を使用して OS をインストールしていない場合、システムに新しいハー
ドウェアを認識させるには、ネットワークベースの JumpStart インストールを実行し
てから、次のいずれかのオプションを使用してシステムにパッチを適用します。

■ 手動でパッチを追加する
■ JumpStart プロセスを変更して自動的にパッチを追加する
■ パッチが適用されたシステムのフラッシュアーカイブを作成する

手動でパッチを追加する

1. 使用している Solaris 8 2/04 OS メディアからネットワークインストールイメージを
作成します。手順については、『Solaris 8 のインストール (上級編)』の「ネット
ワーク上でインストールする準備」の章を参照してください。

2. JumpStart を実行して、このイメージから Solaris 8 2/04 OS をインストールしま
す。

3. システムの起動後、116962-09、108974-47、111792-13、および 117000-05、また
はそれ以降のパッチをインストールして、再起動 (boot -r) を実行します。
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JumpStart の終了スクリプトを作成し、インス
トールプロセスの一部として 116962-09、
108974-47、111792-13、117000-05、またはそれ
以降のパッチを追加する

1. 使用している Solaris 8 2/04 OS メディアからネットワークインストールイメージを
作成します。手順については、『Solaris 8 のインストール (上級編)』の「ネット
ワーク上でインストールする準備」の章を参照してください。

2. 終了スクリプトを作成して、116962-09、108974-47、111792-13、117000-05、また
はそれ以降のパッチをインストールします。『Solaris 8 のインストール (上級編)』の
「カスタム JumpStart オプション機能の使用」の章にある「finish スクリプトによる
パッケージとパッチの追加」の節を参照してください。

3. JumpStart イメージを使用して Solaris 8 2/04 OS をインストールします。このイ
メージは、終了スクリプトを使用してパッチをインストールします。

パッチが適用されたシステムのフラッシュアーカ
イブを作成する

1. 2 ページの「手動でパッチを追加する」の手順に従って、システムを設定します。

2. このパッチが適用されたシステムを使用して、フラッシュアーカイブを作成します。

3. 『Solaris 8 のインストール (上級編)』の「フラッシュの概要と計画」の章で説明さ
れているように、このアーカイブを使用して、ほかのシステムに Solaris 8 OS をイ
ンストールします。

Solaris 9 OS のインストールオプション
DVD/DVD0 を使用して OS をインストールしていない場合、システムに新しいハー
ドウェアを認識させるには、ネットワークベースの JumpStart インストールを実行し
てから、次のいずれかのオプションを使用してシステムにパッチを適用します。

■ 手動でパッチを追加する
■ JumpStart プロセスを変更して自動的にパッチを追加する
■ パッチが適用されたシステムのフラッシュアーカイブを作成する 
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手動でパッチを追加する

1. 使用している Solaris 9 9/05 OS メディアからネットワークインストールイメージを
作成します。手順については、『Solaris 9 のインストール』の「ネットワークイン
ストールの準備」の章を参照してください。

2. JumpStart を実行して、このイメージから Solaris 9 9/05 OS をインストールしま
す。

3. システムの起動後、112954-13 以降のパッチをインストールして、再起動 (boot-r) を
実行します。

JumpStart の終了スクリプトを作成し、インス
トールプロセスの一部として 112954-13 以降の
パッチを追加する

1. 使用している Solaris 9 9/05 OS メディアからネットワークインストールイメージを
作成します。手順については、『Solaris 9 のインストール』の「ネットワークイン
ストールの準備」の章を参照してください。

2. 終了スクリプトを作成して、112954-13 以降のパッチをインストールします。
『Solaris 9 のインストール』の「カスタム JumpStart オプション機能の使用」の章
にある「finish スクリプトによるパッケージとパッチの追加」の節を参照してくださ
い。

3. JumpStart イメージを使用して Solaris 9 9/05 OS をインストールします。このイ
メージは、終了スクリプトを使用してパッチ 112954-13 をインストールします。

パッチが適用されたシステムのフラッシュアーカ
イブを作成する

1. 4 ページの「手動でパッチを追加する」の手順に従って、システムを設定します。

2. このパッチが適用されたシステムを使用して、フラッシュアーカイブを作成します。

3. 『Solaris 9 のインストール』の「フラッシュの概要と計画」の章で説明されている
ように、このアーカイブを使用して、ほかのシステムに Solaris 9 OS をインストー
ルします。
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プロセッサの要件
PCI-X I/O アセンブリは、次のプロセッサを搭載するドメインでサポートされます。

■ UltraSPARC III
■ UltraSPARC III+
■ UltraSPARC IV
■ UltraSPARC IV+

I/O アセンブリの位置
次の図に示すように、これらのシステムの I/O アセンブリ (IB6) は、IB-SSC アセン
ブリに組み込まれています。

正面
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I/O アセンブリの取り外しおよび交換
このシステムの I/O アセンブリ (IB6) は、IB_SSC アセンブリに組み込まれていま
す。IB6 を交換するには、IB_SSC アセンブリを交換する必要があります。IB_SSC ア
センブリの取り外しおよび交換と、以前のアセンブリから引き続き使用する I/O 
カードの取り外しおよび交換については、システムのサービスマニュアルを参照して
ください。アセンブリを交換し、I/O カードをふたたび取り付けたら、システムを再
起動します。

注意 – 取り付ける前に、交換用の IB_SSC アセンブリのコネクタを保護するプラス
チック製のカバーを取り外したことを確認してください。カバーを外さないと、バッ
クプレーンが損傷する場合があります。

注 – IB6 リーフ (2 つのスロット) 内で異なる周波数を混在させることはお勧めしませ
ん。これは、リーフスロットが、リーフ内に取り付けられたカードセットの中のもっ
とも低い速度およびもっとも低いモードで動作するためです。たとえば、33 MHz の 
PCI カードをスロット 0 に、100 MHz の PCI-X カードをスロット 1 に取り付けた場
合は、いずれのリーフスロットも低い方の 33 MHz PCI 速度で動作します。IB6 リー
フは、スロット 0 と 1、2 と 3、および 4 と 5 の組で構成されます。PCI カードス
ロットの配置については、Sun System Handbook を参照してください。
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